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溶 解 剤Calso1に よ る尿 管 石 の治 療 に就 い て

久留米大学医学部泌尿器科教室

教 授 重 松 俊
しげ まつ しゆん

助 手 田 中 利 則
たなか とし のリ

緒 冒

尿路結石の溶解法 を初めて試 みたのはBillarel(1720)で あ るが,Corwell(1924)が 結

石の化学的溶解法の研究 を発表 してか ら現 在迄,結 石形成 の予防或は非観血的治療に関する

研究が進め られ幾 多の報告 がな され ている.

私達は今度Gehresu・Abeshouse(1950)の 報 告 した,新 溶解剤Calsolod.Vernese

TetrasodiumEthylendianlintetraacetate

・鑑88ε器:>N -・H-・H-N・ ε吾1ε88豊

を得,此 の3%溶 液を使用し之を尿管石患者の診断及び治療に応用し若干の症例成績を
ロ

得たので,発 表す る次第で ある.

実 験 方 法

i)calso1末 を溜水 に て溶解3%溶 液 を作製 ・ こ

れに20万 結 晶ペ ニ シ リンGを 加 え る.

ii)溶 解液 は強酸 性故pH7,2に 補 正す る.

iii)尿 管 カ テー テ リス ムス を行 い 患側 の分離 尿 を

採取す る・然 る後3%calsol溶 液10～30ccを 骨盤

位 よ り高 くした カテー テルか ら5～15分 闇 に点滴 注

入す る・

iv)而 して注 入直後,15分 後,30分 後,45分

後・1時 間後 ・1時 間30分 後,2時 間 後,2時 間30

分後 ・3時 聞後 の分離尿 或 は膀胱 尿 を検 査 す る.

v)判 定は結 石結 晶の不 出現 ・出現 状態 に 依 り・

(一)不 出現 ・(士)僅 か に 出現 ・(+)確 実 に出現 ・

(+)多 量に 出現 に分 類 す る・

症 例

症 例1】=岩 尾,某,女,27才.

診 断:左 尿 管石 ・

圭 訴:左 側 々腹 部疹癖

病 歴:4ケ 月前突 然主 訴症 状 を来 しT月 に1～2

回疹痛発 作 を認 め る・

現 症:触 診 上で左 腎に軽 度抗抵 性 があ るが圧痛 は

ない ・右 腎 には異常 はな い・膀 部や や上 左方 に圧 痛 点

を認 め る・膀胱 部 に異常 を認 め ない ・膀胱鏡 所 見 では

膀胱 粘膜 に異 常 を 認 めない ・青 排 出状 況;右 側 初発

2'25",濃 青5'05",左 側 排 出な し・ 尿所 見=大 腸菌

(+)・ 膿球(+)・ 扁平 上皮(+)・ 結 晶(一)・ 尿管

カテ ー テ リス スム:左 側25cm迄 抵抗 なしに通過 ・

右 側同様 ・X線 写真:III～IV腰 椎 横突 起間 に結石

様 陰影 を認 め るが不確 実 であ ろ・依 つてcalsol注 入

を行 い診 断 を確実 な らしめ る・

析 出結 晶 は 燐 酸 塩 で 注 入後30分 ～1時 間 の間 に

著 明に出現 して居 る(第1表 参 照)・

副作用 は何 ら認 め られ なか つた・而 して診断 の 目的

を達 したの で手 術 を施行 し摘 出 した・摘 出結石 成分 は

燐 酸 塩 であつ た・

症 例II】 森 山・某 ・ 男・57才 ・

診 断:左 尿管 石

圭 訴:左 側 々腹部痙 痛 ・

病 歴:約6ケ 月 前突然 仙痛 様発 作が あつ た・ 以

後何 事 もな かつ たが再 び 前同様 の 発作 を 来た した の
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第1表 症例1尿 沈渣推移

注 入 前

注 入 直後

15分 後

30分 後

45分 後

1時 間 後

1時 間半後

2時 間 後

2時 間半後

3時 間 後

赤血球

(+)

(一)

(+)

(十)

伊)

(什)

(・})・)

(の

(の

白血球1上 皮

(士)

(一)

(+)

(・トト)

(・H)

(→卜)

(の

(+)

(+)

(±)

(±)

(・吟

←卜)

(イト)

(什)

(+)

(+)

(+)

結 晶

(1)

c-)

(一)

(±)

(+)

(一ド)

(-1)

(土)

(士)

(土)

結 晶

(2)

(士)

(一)

(土)

(一・)

(+)

(+)

(土)

(±)

(圭)

(士)

で来 院 した・

現 症:触 診上 に左腎 臓 の抵抗性 は無 か つたが ・軽 度

の圧痛 を認 め る・右 腎に は異常 は ない・膀 胱 部異 常 を

認 めない ・前立腺 正常 膀胱 鏡 所見,粘 膜 には殆 ど異

常 を認 めない ・青 排泄1右 初発2'20",濃 青3'14",

左初 発10分 迄認 め ない・ 尿所 見=赤 血球(什),白

血球(+),上 皮(+)・ 陽 性双 球菌 、(+)・ 結晶(+)

…燐 酸 塩 腎機能:良 好 尿管 カテー テ リス ムス:左

側 約16cmに て抵抗 を感 じ る・右 側 に は 異常 はな

い・X線 写真:III腰 椎体 横 に結石 陰影 を 認 める ・

依つ てcalsol注 入 を行 う(第2表 参照)・

主 訴=左 側灯腹部仙痛発作・

病 歴2週 間前突然仙痛発作 を来し・以後上記

部位に不快感が有る・

現 症;触 診上に両側腎臓部抵抗性 有 り・特に左

腎部に著明な圧痛を認める'膀 胱部には異常はない ・

其の他異常を認めない・膀胱鏡所見=膀 胱三角部及び

左尿管開口部周囲に軽度の発赤を認めるのみで殆ど正

常・青 排泄=右 初発4'20"・ 濃 青5'05"・ 左 初発

7'25"・ 極 く薄い・尿所見・透明で沈渣採取不可能・

X線 写真:III腰 椎体上辺に位置する比較的大きな

結石陰影を認める・ 依つてcalsol注 入 を2回 施行

した・而して後結石摘出術を行うに結石嵌入部位は摺

指頭大に腫大し・移動性殆ど無く尿管壁に固着して居

た・故に結晶の不出現はcalsol注 入条件の不良のた

めと考えられる 尚副作用は認めず・結石成分は尿酸

塩であつた(第3表 参照)・

第3表 症例皿尿沈渣推移

赤血舶 赫 上皮 糠 讐

第2表 症例1尿 沈渣推移

注 入 前

注 入 直 後

15分 後

30分 後

45分 後

60分 後

1時 間半後

2時 間 後

2時 間半後

赤血球

(+)

(+)

(什)

(■f>

(冊)

(の

(昔)

(什)

(什)

白血球

(+)

(土)

(+)

(+)

(一ト)

1一ト)

(+)

(+)

(+)

上 皮

(+)

1士)

(+)

(什)

(の

(+)

(+)

(+〉

(+)

結 晶

(+)

(一)

(一)

(±)

(一)

(±)

(一)

(一)

(一)

注入後は結晶析出は著明でない・副作用は認めな

い・摘出術を施行するに摘出結石成分は燐酸塩であつ

た・

注 入 前 (廿) (+) (+) (一) (一)

注入直後 (+) (士) (土) (一) (一)

15分 後 (+) (+) (+) (一) (一)

30分 後 (朴) (・) (+) 〔一) (一)

45分 後 (什) (+) (什) て一) (一)

1時 間 後 (朴) (+〉 (+) (一) (一)

1時 間半後 (+) (+) (+) (一) (一)

2時 間 後 (朴) (+) (+) (一) (一)

2時 間半後 (+) (+) (+) ←一) (一)

3時 間 後 (一)

症 例III】 寺 崎 ・某 ・男・27才 ・

診 断:左 尿管 石 ・

症 例IV】 梅木,某 ・ 男・24才 ・

診 断:左 尿管 昼

圭 訴:左 側 々腹部仙 痛 発作

病 歴:6日 前突 然 悪寒 戦傑 と 共 に 主 訴症 状 を来

レ 来院 迄 に仙 痛発 作 を2回 訴 え て居 る・

現 症:触 診 上 に左 腎 は抵抗 性 を認 め る が 圧痛 は

ない・右 腎に異 常 はない ・膀 胱 部及 他部 に異 常 を認 め

ない・膀 胱鏡 所 見=左 尿 管 開 口部周 辺 に 軽 度 な 粘膜

の発 赤 を認 め るの み で殆 ど正常 で ある・青排 泄:右 初

発3'13"・ 濃青3'58",左 側 陰性 ・ 尿 所 見.尿 酸塩

(+)・ 蔭酸 塩(土)・ 赤血球(+)・ 自 血 球(+)・ 上

皮(什)・ 大腸 菌(+),陽 性雑 菌(+)・ 尿管 カ テーテ

リスム ス を行 うに左 側5cmで 抵 抗 が あ る・右 側 憶田
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第4表 症 例1V尿 沈 渣 推 移

結 晶(D赤
血球 白血球 上 皮 1結_邑(2)

尿 修

結 晶(')

尿 尿i修

注 入 前 (+) (+) (+) (+) (一) (士) (士) (土) (士)

注 入 直 後 (+) (土) (一ト) (一) (一) (…) (一) (士) (一)

15分 後 (If) (+) (+) (+) (士) (±) (一) (±) (土)

30分 後 (一H一) (+) (朴) (+) (士) (土) (+) (圭) (-1-)
45分 後 (+) (+) (+) (一) (土) (+〉 (+) (土) (+)
1時 間,後 (+) (+) (士) ←一) (±) (±) (土) (一) (+)

1時 間 半 後 (+) (+) (+) (一一一) (±) (一) c-) (士) (±)

2時 間 後 (+) (一ト) (+) (土) (土) (一) (土) (一) (土)

2・ 時 間 半 後
1
(+)1(+) (+) (一) (±) (一) (一) (一) (±)

印

常で滑かに挿 入可能 ・X線 写真:結 石陰 影 を膀胱 の

左側 に認 む・

calso1注 入 を行 うに結 晶 出現 を 認 め 且 つ3回 の

calso1注 入 で膀胱 内に 自然落 下 した もの で・結 石 は,

Young異 物鉗 子 で摘 出 した ・入院 以来 退院 迄仙 痛発

作 な く,退院時(自 然 落 下後 一週 間)腎 機能(青 排 泄)

を見 るに健側 初発3'05",患 側3'57"で 初発 し 良好

で有 つた・又 副作 用は認 め られず ・摘 出結 石成分 は蔭

酸塩 が主体で あつた(第4表 参 照)・

症 例V】 後藤 ・某 ・女,21才 ・

診 断:左 尿管石 ・

圭 訴;左 側 々腹部 仙痛 様発 作 ・

病 歴:約2ケ 月前仙痛 様発 作 を訴 え・再 び20日

位前に同様の発 作症 状 を来 した・

現 症:触 診 上 左 腎 は軽度 の抵 抗性 を 認 め ・且

つ軽 度の圧痛 があ る・右 腎 に異常 を認 め ない・ 膀胱 部

及其の他に異 常 を認 めな い・膀胱 鏡所 見=膀 胱 三角 部

の粘膜 は極 く軽 度 に発 赤 を示 す のみ であ る・青排 泄:

右初発2'30"濃 青3〆40"・ 左側10分 迄 陰性 ・尿

所見;赤 血球(+)・ 赤血球 円柱(+)・ 白血 球(+)

上皮 ←})・ 大 腸菌(+)・ 陽 性雑 球菌(土)・ 尿管 カテ

ー テ リ'スムス を行 うに左 側 は約15cmに て 抵抗 を認

め る・右 側 正常挿 入 可能 ・X線 写真:第V腰 椎 上

縁 に結石 様陰 影 を 認 める・依 つ てcalso1注 入 を行

う(第5表 参 照)・

本 症例 は入 院以 来強 力的 に.calsol注 入 を継 続 した

症例 で殆 ど隔 日に本法 を施行 した ・注 入5回 目 に 於

い て結石 の降 下 が有 り・約5c皿 に て尿管 カテー テル

の抵 抗 を認 め・そ の位置 以上 に挿 入困難 で あつた・ 而

して注 入5回 以 後 は確実 に著 明に結 晶の 析 出 を認 め

た・注入8回 に至 るや尿管 口 よ り5cmの 処 で 軽 い

抵抗 を覚 えたが ・そ の後 は滑 か に挿 入 可能 で あつた ・

之 れは結 石 の溶解 縮 少 したた め と思 われ る・9回 以 後

蔭 酸結 晶の 量が増 加 したが ・11回 以後再 び その 析 出

第5表 症 例V尿 沈 濱 推 移

膝血馴 上皮騰1(・);(・)1(・)1(・r)1(・)1(・)k・)1(・)1(i・)1…)1(12)1(13)1(14)1(15)1(16)1(17)

注 入 前

注入直 後

15分 後

30分 後

45分 篠

里時聞 後

1時 間半後

z時 間 後

2壇 間半後

3時 間 後

十

土

十

什

什

帯

什

十

十

什

十

→一

一ト

十

十

一ト

十

十

十

十

十

十

十

十

十1卜

惜

十

什

十

十

土

土

士

土

±

±

土

士

土

(一)

(一)

(+)

(H-.)

(士)

(+)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(士)

(士)

(士)

(±)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(+)

(一)

(+)

(+)

(+)

(-i-

(+)

(+)

(+)

(=ヒ)

(一)

(一)

(一)

(+)

(-1-)

(・t)

(+)

(+)

(+)

(士)

(一)

(一)

(一)

(+)

(一ト)

(+)

(一1一)

(+)

(土)

(士)

(一)

(一)

(.}一)

(+)

(+)

(一ト)

(+)

(+)

(+)

(+)

(一)

(一)

(+)

(刑・)

(什)

(の

(+)

(什)

(+)

(.H一)

(一)

(一)

(+)

(升)

(+)

(・の

(+卜)

(+)

(什)

(昔)

(圭)

(±)

(+)

(+)

(+)

CI-)

(+)

(+)

(+)

(士)

(一)

(一)

(一)

(+)

(+)

(一ト)

(+)1

(+)

(+)

(+)

(+)

(一)

(一)

(+)

(+)

(+)

(+)

(+)

(土)

(+)

(+)

(一)

(一)

(+1

(+)

(+)

(+)

(+)

(±)

(一)

(一ト)

(士)

(朴)

(升)

(什)

(什)

(什)

(+)

(+卜)

(+)

(一)

(一)

(一)

(十十)

(+)

(+)

(+)

(+)

(+)

(+)

(土)

(一)

(一)

(+)

(・卜)

(→)

(士)

(土)

(士)

(土)
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量 を少 し く減 じた ・14回 に至 り 尿管 口よ り約3cm

の位置 迄 下降 した ・16回 目注入 当時 の 膀 胱 内所 見は・

左尿管 口浮腫 状 に膨 隆 し・血液塊 を附 着 し,カ テー テ

ルの挿 入 は1cmし か可能 でな かつた ・依 つて 尿管

口焼灼 術 を行 い,6日 後再 び17回 目 の 注 入 を行 つ

た所 ・4日 経過 した時排尿 と共 に 自然排 石 を認 めた・

1週 間 後青排 泄 を観 るに左初 発3'45"・ 右 初発2'45"

を示 し良結果 を得 たの で全 治退院 許 可 した ・結 石 成分

は蔭 酸塩 であつ た・

症 例VI】 菊地,某,女,37才.

診 断:右 尿管 石 ・

圭 訴:右 側 々腹 部疹痛 及 び血尿

.病 歴:約10日 前 ・血尿 と共 に 右側 々腹 部疹 痛

及 び排 尿痛 を訴 え る・

親 症:触 診 上 で右 腎 に 抵 抗性 を認 め ・圧 痛著 明 ・

左 腎 は異常 を認 めな い・膀胱 部 その他 に異 常は ない ・

た・勿論カテーテル挿入は比較的滑 らかに腎孟迄達ぜ

られ・患者の訴えも殆 ど無くなつて居たが・・11回目

施行に依り再び結晶が出現し始めた・13回 施行後・排

尿と共に自然排石を認めた・依つて・4日 後・青排泄

を見るに右初発3'20"・ 左初発3'15"を 示 したので

全治退院せしめた・尚副作用は認められず・結石成分

は燐酸塩であつた・

症 例VII】 橋本・某・男・44才 ・

診 断:左 尿管石・

圭 訴:左 下側腹部及び腰背部疹痛・

病 歴:約1週 間前上記症状を訴え・再び疹痛発

作を来して来院する

現 症=触 診上に心窩部軽度圧痛を認める・両腎部

及び膀胱部に異常を認めない・前立腺左葉軽度腫大又

圧痛が有る・右葉は異常がな忌・・膀胱鏡所見:粘 膜に

異常を認めない.青 排泄:右 初発5'25",濃 青5'50"・

第6表 症 例VI尿 沈 渣 推 移

赤血舶 血球1上 皮1鞘1(・)1(・)(・)(5)1(・)1(・)1(・)(・)1(1・)(1Dl(12)1(13)

注 入 前 (士) (一) (一) (一) (一) (一) (土) (±) (一) (土) (士) (一) (一) (一) (±) (± 》

注 入 直 後 (+) (±) (一) (一) (士) (一) (一) (士) (一) (一) (土) (一) (一) (一) (土) (±う

15分 後 (什) (+) (+) (±) (圭) (一) (一) (土) (一) (一) (土) (一) (士) (一) (一) (土)
σ

30分 後 (+) (+) (+) (+) (士) (士) (一) (土) (士) (+) (+) (一) (一) (±) (+) (+)

45分 後 (+) (-1) (+) (士) (±) (士) (土) (+) (土) (+) (+) (土) (一) (±) (+) (+)
1時 間 後 (+) (+) (+) (+) (一) (±) (士) (+) (士) (+) (+) (一) (一 》(士) (1一) (±)
1時 間 半 後 (+) (一ト) (+) (±) (一) (土) (±) (+) (+) (+) (+) (一) (一) (±) (+) (+)
2時 間 後 (+) (+) (+) (±) (一) (一) (士 〉(-1.)(±) (+) (+) (一) (一) (一) (+) (土)
2時 闇 半 後

3時 ・間 後

(+)

(+)

(+)

(-1-)

(+)

(+)

←一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(士)

(士)

(±)

(土)

(士)

(±) 1⊥;ilお
(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(圭)

(±)

(±)

(圭)

膀 胱鏡所 見:膀 胱粘 膜は全 般 的に 軽 度の発 赤 を示 す・

青排 泄:右 初発4'47"で 薄 い ・左 初 発4'35",「 濃

5〆37"・:尿所見;赤 血球(土)・ 白 血球(土),上 皮Cl),

candida(+),陽 性 球菌Cl-).尿 管 カ テ ー テ リ ス

ム ス施 行 す るに両 側共 に滑 らか に 挿 入 可能 ・X線 写

真:II腰 椎体 下縁右 側 に結 石様 陰影 らし きもの を認

めた・依 つてcalsol注 入 を行 う(第6表 参 照)・

第1回 注入 時何等 抵抗 を感 ぜず ・且 つ結 晶 も 殆 ど

出現 しなか つた が・2回 目に尿管 口よ り約20cmの

附近 で僅 かな抵抗 を覚 え,4回 目に7cm附 近 に 於

いて挿 入不能 となつた ・6回 目頃 よ り結 晶析 出比 較

的 著 明 とな り・7回 目を施 行 せ る時 ・砂 様 の 小結石

を数 個認 め た・所 が9回 目 を行 う頃 か ら結 晶の出現

を認 め な くな り・且 つ赤血 球の 出現 も著明 でな くなつ

第7表 症例W尿 沈渣推移

諜血1白録1上皮騰 勝i讐1讐
注 入 前

注 入 直 後

15分 後

30分 後

45分 後

1時 間 後

1時 間 半 後

2時 間 後

2時 間 半 後

3時 間 後

(+)

(一)

(朴)

(冊)

(冊)

(冊)

(+)

(+)

(朴)

(什)

土

(一 〕

(+)

(+)

(+)

(+)

(+)

(土)

(+)

(±)

(+)

(士)

(朴)

(惜)

(帯)

(卦)

(什)

(朴)

(+)

(+)

(一)

(一)

(一)

(一)

(±)

(士)

(土)

(土)

(士)

(±)

(土)

(一)

(土)

(土)

(士)

(±)

(±)

(一)

(士)

(一)

(土)

(土)

(±)

(土)

(±)

(一)

(±)

(士)

(土)

(一)

(±)

(士)

(+)

(+)

(士)

(± 〉

(士 、

(士)
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左側陰性 尿 所 見:赤 血 球(+)・ 白 」rttPt(+)・ 上 第1回 注入 に依 つて薯 明 な結 晶 の析 出 を 認 め なか

皮(卜)・ 暢 性 双 球菌 ・(卜)・尿管 カテー テ リスム スに つ た・3回 目に至 り結 石 の 移 動性増 加 し.体 動 に依

よ り左側 は尿管 ロ よ り7・5cmの 位麗 で抵抗 を覚 え る・

X線 写東 二腸骨 に重 な りて結 石 陰影 を認 め る・calsol

注入 を行 う(第'7表 参 照)・

り疹 痛増 強 する・4回 目・約4cm下 降 して居 た ・其

の後 結石摘 出術 を行い ・結 石成 分 は蔭 酸塩 で あつた ・

尚副作用 と思 わ れる ものは認 め られな かつた ・

総 括 並 に 考 按

現在のところ結石溶解剤は局所的使用に限 られて居る関係上対称は主 として膀胱結石に向

けられ,我 が国に於ける2～3の 研究発表に於いてもその臨床的応用は少数例の膀胱結石に

於いて行なわれて居る.

私達は溶解剤calsolを ブ例の尿管結石の患老を対象として使用し1,II,III,VII,例

は診断的に応用し,IV,V,VI例 は治療の対i象として其の効果を観察した.

1]例 は青排出,X線 写真にて結石を疑わしめるも,尿 管カテーテルが滑らかに挿入し得

る点,且 つ尿中に塩類結晶を認めなかつたので診断の補助として 使用した所,2回 の注入共

に30分 ～1時 間の間に著明な燐酸塩結晶を認めたので診断を確実ならしめた例である.後

日摘出された結石の成分も燐酸塩が主体であつた.

II]例 は尿中に最初から結晶が析出して居 り,単 に其の量的増加のみに期待したが,結 晶

析出は却つて減少し診断的意義は薄弱であつた.

III]例 は余 りにも尿管石が大き過ぎ(1.5×1.8×0.8cm)た 為にcalsol溶 液の灌流が阻止

され,た めに結晶の析出を観察出来なかったものと老 える・又本例摘出結石成分が尿酸塩で

あつた事は,諸 家の基礎実験で示されて居る如 く尿酸塩は比較的溶解度少く即ち溶け難いと

云われて居る点から考えて本法を実施する際には其の適応を老えねばならぬと思う.Subyは

適応の条件として1)結 石の化学的成分を知る事即ちAbeshouseu.Weinberg等 の 浸漬

実験に依ると・炭酸塩51・5%,燐 酸塩45～50%,修 酸塩31%,-iス チン15%,尿 酸塩薯

効なしと述べて居り,更 に点滴灌流装置を使用して一層好結果(炭 酸塩,燐 酸塩50～100%

溶解する)を得て居る.2)結 石の大きさを制限す る事即ち生体内の結石は試験管内実験より

更にそ'の溶解に長期間を必要とするからである.3)結 石の介在部位 が 問題 となる即ち粘膜

等に被われ溶媒と接触 し難いものは不可である・その他結石が急速に形成 された様な場合は
'溶解速度 も大である故比較的大結石でも実施する必要があると述べて居る

・故に以上の如き

適応を考えて本法実施の可否を定める必要があると思 う・

IV〕例は僅か3回 の注入に依 り結石の膀胱内落下 を 認めたもので,結 晶析出が2種 類

を認めたので,此 等の析出状態を観 るに出現性は時間的には殆 ど同時間に認められ,其 の確

実性は尿酸塩に比し蔭酸塩の析出量は大であり且つ確実,長 期間に亘 り析出する様に観られ

る。

V]例 は強力的に本法を実施したもので,其 の回数は実に17回 の多きを算 し,本 法療法

の定形的な型を示した観が為る.尚 尿管口焼灼術に依 り排石を促進したものである・結晶析

出の状態を見るに,回 を重ねる毎に析出量増加して居る・之は結石溶解度が次第に増加して

来たもの と考えられると思 う.出 現時間は30分 後～2時 間後の問に於 いて 著明に認めら

れる.

VI]例 は本法を12回 実施 し自然排石を認めたもので,実 施除中に於いて砂様小結石を3
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ケ排石し,其 の後結晶折出が陰性 となつたのであるが,之 は溶解された部分が比較的非溶解

部 と共に落下 し,再 び堅い表面に接 したものか或は実施の不手際か不明である・結晶析出時

間は30分 後～1時 間半後の間に於 いて薯明である・

VII]は 診断的に結晶析出を検 したのであるが結晶析出量が注入後やs増 加した程度であ

つて,結 石も4回 施行で僅か4cm下 降したに過ぎない・結晶析 出時間は30分 後～1時

間半後の間に認める.

以上私達は7例 にcalso1療 法を施したのであるが,析 出結晶 と摘出結石成分 とは7例

(燐酸塩3例,尿 酸塩1例,蔭 酸塩3例)共 一一ikし,そ の結晶析出状態 を 見 るに燐酸

(塩)結 石はII]例 を除外すると30分 後～1時 間半後 の 間 に 著明であり・蔭酸結石は

30分 後～2時 間半後の間に於いて著明であり,前 記結石及尿酸塩に比して析 出時間か比較

的長い様である.

calsol療 法の溶解能力 を 臨床的 に 見るにGehres等 は腎結石に対し間歌的約1ケ 月使

用し約50%の 縮少を見たと報告し,膀 胱結石に於いても25～100%の 縮小又は消失を見

たと報告して居る.私 達の7症 例の効果判定に就 いて 述べると,有 効4例,やs有 効1

例,無 効不明2例 で,有 効例中自然排石が3例 も認められた事 は 老慮 せねばな らぬ事実

である・又従来から結石溶解法中に述べられて居る如 く蔭酸塩は尿酸塩 と共に溶解し難く溶

解法の対象から除外されて居た傾向が有るが,Gehresu.Abeshouse等 に依るとcalsQlは

基礎実験に於いて31%の 溶解率を示 し,他 の溶解液(SolutionG等)に 比 して勝つて居

る点を述べて居 り,本 邦に於て清水等は之に近い成績を示して居るが,矢 野等は余 り良い成

績を示さないと云つて居る.然 し私達の症例中有効4例 中に 修酸(塩)結 石が3例 含ま

れ,内2例 は自然排石を認めて居る点は考慮されねばならぬ と思 う.

而してcalsolが 他溶解剤に比 して勝れて居るのは上記 の 他にGehres等 はpHの 関係

仲 性)で 粘膜に対する刺戟が少く副作用を認めぬ点を強調して居る。私達の症例に於いても

V]例 の如く17回 の長期に亘 るも何等異常を認めず副作用らしきものは認められなかつた.

強いて云 うならばカテーテル熱及calsol注 入時の軽度な出血であるが,之 れは術後化学療

法剤の投与で防止出来又出血 も数十分で自然に停止する.然 しSubyは 出血及 び粘膜刺戟

が強く副作用ありと反対 して居る・Aseshouseの 実験に依 ると試験管内では10%溶 液が

最 も良い溶解率を示すが・動物実験では強い刺戟炎症 々状を来すので臨床的には1.5～3%

溶液を使用すると刺戟性は極 く軽微か又は欠如すると述べている点か ら,臨 床的に使用して

居る3%液 液では殆 ど刺戟症状は無いのではなかろうか.

更に本calsol療 法の長所は結晶析出に依る尿管石の診断をより確実に し,且 つ結石成分

を知 り得る事である.然 しながら本法を以つて手術に代 ると云 うが如き暴言は慎 しみ,本 法

の適応は先に述べた条件に従い,あ く迄小結石(術 後残存ハ 小尿管石,或 は 再発性結石様

物質に有効で,比 較的大きな尿管石等には試験的に之を行い,時 期を見て手術に移行した方

が良い様である.

尚お本症例中自然排石の有つた3例 につき排石後1週 間経過して青排泄状態を検査する

に,殆 ど患側から正常近 く排泄 し,術 後青排出が1～2ケ 月位で回復するのを老えると,腎

機能の他に及ぼす影響を老えて一応本法を施行してしかるべであると思 う.
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結 鵠

1)3%calsol溶 液 を 尿 管 石 の 診 断 補 助 及 び 治 療 に 使 用 し,5卿 有 効,2例 無 効 の 成 績

を得 た ・

2)calso1に 依 る結 晶 析 出 時 間 は 燐 酸 塩 よ り蔭 酸 塩 の 方 が 一 層 長 時 間 に 亘 り 析 出 す る 如

くで あ る ・

3)calsolは 蔭 酸 結 石 に 有 効 作 用 す る も の と老 え る.

(薬品 を提 供 され た第 一製 薬株 式会社 亀井 福 岡支 店長 に感謝 の意 を表 す)・
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